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研究概要 

１.目的 
 
体の骨格をなす骨が不足して生活の質の低下を余儀なくされている患者は計り知れない。

特に口腔領域では骨が無くなると最初に歯が喪失し，その後の歯科治療の選択幅も極端に
狭くなり，日常生活に支障が生じる。そこで本研究では骨を再生，特に既存骨の上に盛り
上げるための骨増生治療を確立することを目的とする。近年中に臨床研究を開始し，臨床
応用へ移行したい。 
 
２.背景 
 
本研究を主導する西村正宏はこれまで，広島大学口腔生化学教室の加藤幸夫教授や口腔

保健工学の二川浩樹教授らと共同で間葉系幹細胞を用いた細胞治療の事業化に向けて科学
技術振興機構等の各プロジェクトを経て多くの特許申請を行ってきた。一方、近年では高
齢者の増加と歯周病患者の増加により，インプラントを埋入するために骨を増生させるニ
ーズは非常に高い。しかし，最適な担体や移植細胞の制御方法について検討されていない。
本研究の遂行には民，官，学の連携と多分野の学問知識が必要である。そこで本 website
を通じて大学を中心とした多分野の方々にこの骨増生医療の必要性が広まり，実現化に向
けて協力を頂ければ幸いである。本研究の遂行により歯科領域で骨増生のみならず，骨の
足りない様々な病気に対して新たな骨再生医療を提供し，国民の生活の質の向上に少しで
も貢献できればと考える。 
 

３．主な研究成果 

 
我々は２００６年に自己顎骨由来の間葉系幹細胞と骨補填用担体を組み合わせて，実際

のイヌの無歯顎堤を増大させることに成功した。これは骨量の足りない患者へ，患者の別
の部分を傷つけることなく低侵襲に骨幅や高さを増やす技術として有望である。例えば歯
を失った際に，インプラントを埋入しようとしても骨量が足りないために自家骨移植を行
わなければならない症例に有効である。これまでイヌの無歯顎堤を増大させた後に実際に
臨床で使うインプラントを埋入して，インプラントと骨が癒着する状態も確認している。
近年の基礎研究として以下のような成果がある。最近、鹿児島大学ではミニブタを使った
前臨床試験も実施中である。 
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